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喜多療幸闘州改定結果検証に係る特別調査（平成19年度調査）  

後発医薬品の使用状況調査 結果概要（速報）  

1．目的  

・処方せん様式の変更による後発医薬品の使用状況の把握  

・後発医薬品の使用に関する医療機関・医師の意識の把握  

・後発医薬品の使用が進まない理由等の把握  

2．調査対象  

・本調査では、「保険薬局調査」「診療所調査」「病院調査」「医師調査」の4つの調査を実   

施した。各調査の対象は、次のとおりである。  

・保険薬局調査：全国の保険薬局の中から層化無作為抽出（都道府県別、法人・個人別）  

により抽出した1，000施設。  

・診療所調査：全国の一般診療所の中から無作為に抽出した2，000施設。  

・病院調査：全国の病院の中から無作為に抽出した1，000施設。  

・医師調査：上記「病院調査」の対象施設に勤務する、診療科の異なる2名の医師。  

3．調査方法  

・対象施設・医師が記入する自記式調査票の郵送配布・回収とした。  

・保険薬局調査については、施設属性、処方せん枚数等を尋ねる「様式1」と、実際に調剤   

した薬剤料を尋ねる「様式2」の2種類の調査票を配布した。  

・診療所調査については、施設の概況や院外処方せんの発行状況、後発医薬品の使用状況   

と使用に関する意識、後発医薬品を使用する上での課題等を尋ねる「診療所票」を配布   

した。  

・病院調査については、施設の概況や院外処方せんの発行状況、入院患者に対する後発医   

薬品の使用状況、後発医薬品を使用する上での課題を尋ねる「病院票」を配布した。  

・医師調査については、医師に後発医薬品の使用状況と使用に関する意識等を尋ねる「医   

師票」を配布した。配布に際しては、上記の病院調査の対象施設を通じて行ったが、回   

収は、各医師から調査事務局宛の返信用専用封筒にて直接回収した。  

・調査実施時期は平成19年7月～8月。   



4．調査項目  

調査区分  種痍   主な内容   

様式1  ・所在地、組織形態、職員数  

・調剤基本料の種類、基準調剤加算の有無  

・主たる処方せん発行医療機関、特定の医療機関に係る処方せん割合  

・1か月間の取り扱い処方せん枚数及び「後発医薬品への変更可」欄に処方医  

の署名等がある処方せん枚数、実際に後発医薬品に変更した処方せん枚数  

保険薬局  
・後発医薬品への対応状況等（後発医薬品についての説明を行った患者の割  

調査  合、説明時間、後発医薬品の備蓄品目数）  

・後発医薬品の使用を希望しなかった患者の割合、在庫がなく後発医薬品に  

変更できなかった患者の割合  

・後発医薬品への変更を進める上での課題  

・後発医薬品を使用する上での問題点・課題等  

様式2  ・処方せんへの記載銘柄に基づき調剤した場合の薬剤料及び実際に調剤した  

薬剤料等   

診療所調査  ・属性（性別、年齢、担当診療科）  

・施設の概要（所在地、開設者、種別、主たる診療科、医師数・薬剤師数、  

医薬品備蓄品目数）  

・入院患者に対する後発医薬品の使用状況等（1か月間の延べ在院患者数、後  

発医薬品の使用状況、後発医薬品使用に際しての問題発生の有無  

・院外処方せん発行の有無  

・外来診療の状況等（1か月間の外来診療実日数及び外来延べ患者数、院外処  

方せん発行枚数、うち後発医薬品を含む処方せんの枚数）  

・後発医薬品の使用状況（「後発医薬品への変更可」欄に署名した処方せんの  

発行の有無、うち患者の希望によるものの割合、後発医薬品に関心のある  

患者の割合、後発医薬品の処方割合）  

・後発医薬品の使用に関する意識等（後発医薬品の薬事承認に必要なデータ  

についての知識、後発医薬品の処方に関する意識、処方しない場合の理由）  

・保険薬局からの情報提供に関する意向（望ましい情報伝達方法、タイミン  

グ、入手したい情報）  

・後発医薬品を使用する上での問題点・課題等   

病院調査  ・施設の概要（所在地、開設者、許可病床数、種別、DPC対応の状況、特定  

入院料の状況、医師数・薬剤師数、医薬品備蓄品目数）  

・外来の処方に際しての後発医薬品の使用に関する施設の方針  

・入院患者に対する後発医薬品の使用状況等（1か月間の延べ在院患者数、後  

発医薬品の使用状況、後発医薬品使用に際しての問題発生の有無   

医師調査  ・属性（性別、年齢、担当診療科）  

・後発医薬品の使用状況（「後発医薬品への変更可」欄に署名した処方せんの  

発行の有無、うち患者の希望によるものの割合、後発医薬品に関心のある  

患者の割合、後発医薬品の処方割合）  

・後発医薬品の使用に関する意識等（後発医薬品の薬事承認に必要なデータ  

についての知識、後発医薬品の処方に関する意識、処方しない場合の理由）  

・保険薬局からの情報提供に関する意向（望ましい情報伝達方法、タイミン  

グ、入手したい情報）  

・後発医薬品を使用する上での問題点・課題等   
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5．結果概要  

（1）回収の状況  

図表1回収の状況   



（2）保険薬局調査の概要   

1）薬局の属性  

図表2 組織形態（法人・個人別）（n＝583）  

図表3 法人薬局の内訳（n＝472）  

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％  

国表41薬局当たり職員数（常勤換算、n＝583）  

平均値  標準偏差  中央値   

薬剤師（人）   2．5   2．0   2   

その他（事務職員等）（人）   2．1   1．8   2   

2）調剤の状況等  

図表5 調剤基本料  

0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  

全体  
（n＝583）  

B調剤基本料（42点）臼調剤基本料（19点）口無回答  
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図表6 基準調剤加算  

0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  

ロ基準調剤加算1（10点）巳基準調剤加算2（30点）日算定していない □無回答  

図表7 処方せん発行医療機関数（n＝538）  

平均値  標準偏差  中央値   

方せん発行医療機関数（件）   31．7   37．5   21   

乏発医薬品への変更可」欄に処方医の署名   

がある処方せんの発行医療機関数（件）   
6．2   10．2   3  

（注）無回答44件と無効1件を除いた、有効回答538件での集計値．  

図表8 主な処方せん発行医療機関種別  

0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  

匹病院（200床以上）□病院（200床未満）田診療所 口無回答・不明  

（江）「無回答・不明」には、主な処方せん発行医療機関種別を複数選択した施設が含ま  

れる。  

図表9 特定の保険医療機関に係る処方せん割合（最も多いもの）  

0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  

臼0～10％以下  □＝0％～30％以下B30～50％以下  

田50～70％以下 ロ70％超  口無回答  
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図表10 特定の保険医療機関に係る処方せん割合（最も多いもの）  

平均値  標準偏差  中央値   

特定の保険医療機関に係る処方  

せん割合（最も多いもの）（％）   
67．9   30．4   75．5   

3）取り扱い処方せんの状況（平成19年7月）  

図表11取り扱い処方せん枚数  

平成19年7月  

（ア）1か月全体  

の取り扱い処方  

せん枚数  処方せん枚数  

n＝576   n＝574   

①すべての取り扱い処方せん枚数  755，545   178．211  

②（Dのうち、「後発医薬品への変更可」欄に処方医の  

署名等がある処方せん枚数  
131，337   31，249  

③②のうち、実際に後発医薬品に変更した処方   

せん枚数（1品目でも変更した場合を含む）  
10，709   2．538  

④③のうち、後発医薬品情報提供料を算定   
3，168   

した処方せん枚数  
764  

⑤②のうち、処方せんに記載されたすべての銘   

柄について後発医薬品が薬価収載されていな  

いために、後発医薬品に変更することができな  14，504   3．541  

い処方せん枚数（後発医薬品のみが記載された  

処方せんを含む）  

⑥②のうち、「後発医栗品についての説明」を行  

ったにもかかわらず、患者が希望しなかったた  

めに、後発医薬品に変更することができなかっ  
2，886  

た処方せん枚数  

（∋①のうち、「後発医薬品への変更可」欄に処方医の  

署名等がなく、後発医薬品を銘柄指定している処方  39，332  

せん枚数   

★「後発医薬品についての説明」とは   

後発医薬品と先発医薬品とが同等であること（例えば、品質、安定性、生物学的同等性試験結果など）  

の説明に加え、患者の処方せんにおける変更前の薬剤料と変更後の薬剤料の差額等についての説明などを  

指す。  
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図表12 すべての処方せんにおける、「後発医薬品への変更可」欄への処方医の署名の有無  

（平成19年7月1か月分の処方せんベース）  

∩＝755．545  

0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  

皿署名あリ ロ署名なし  

図表13 「後発医薬品への変更可」欄に処方医の署名等がある処方せん  

（n＝131，337）における、後発医薬品への変更状況  

（平成19年7月1か月分の処方せんベース）  

n＝131，337   

0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  

q後発医薬品に変更した   

口後発医薬品に変更しなかった   

ヨすべての銘柄について後発医薬品が薬価収載されていないために、後発医薬品に   
変更することができない  

国表‘t41か月間の取り扱い処方せんのうち、「後発医薬品への変更可」欄に   

処方医の署名等がある処方せんを取り扱った薬局数の割合（薬局ベース）  

n＝583  

0％  10％   20％   30％   40％   50％   60％   70％   80％   90％  100％  

田後発医薬品への変更可の署名のある処方せんの取り扱いが1枚以上ある薬局  

口取り扱いがない薬局  

口無回答  
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図表15 後発医薬品への変更可欄に処方医の署名等がある処方せんを取り扱った薬局   

（489薬局）のうち、実際に後発医薬品に変更した薬局数の割合（薬局ベースし  

n＝489  

0％ 10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  

qそれらの処方せんを1枚以上実際に後発医薬品へ変更した薬局  

口後発医薬品へ変更しなかった薬局  

□無回答  

図表16 「後発医薬品への変更可」欄に処方医の署名等がある処方せんを取り扱った薬局  

（489薬局）における、後発医薬品への変更可の処方せん（後発医薬品が存在す  

るもの）に占める、後発医薬品への変更割合別の‡度数分布（薬局ベース）  

薬局数  
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8  



図表17 平成19年7／23～7／29の1週間分の処方せん（n＝178，211）における、  

後発医薬品処方の状況（1週間分の処方せんベース）  

∩＝178．2‖  

0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  

薗後発医薬品を鹿柄指定している  

旧「後発琴薬岳への変更可」に処方医の署名あり  

田「後発恒薬品への変更可」に処方医の署名なし（後発医薬品の銘柄指定もない）  

図表18 「後発医薬品への変更可」欄に処方医の署名等がある処方せん  

（n＝＝31，249）における、後発医薬品への変更状況（1週間分の処方せんベース）  

n＝31，249  

0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  

田後発医薬品に変更した  

□後発医薬品に変更しなかった  

臼すべての銘柄について後発医薬品が薬価収載されていないために、後発医薬品に変更する   
ことができなかった  

臼後発医薬品の説明を行ったにもかかわらず、患者が希望しなかったために、後発医薬品に   
変更できなかった  
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4）後発医薬品への対応状況（平成19年7月2日現在）  

図表19 「後発医薬品への変更可」欄に処方医の署名等があり、後発医薬品が薬価収載  

されている先発医薬品を含む処方せんを持参した患者のうち、  

後発医薬品についての説明を行った患者の割合（薬局数ベース）  

0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  

mlO％未満  口10％以上～30％未満四30％以上～50％未満  

臼50％以上～70％未満日70％以上～90％未満ロ90％以上  

□無回答  

国表20 「後発医薬品への変更可」欄に処方医の署名等があり、後発医薬品についての  

説明を行った患者のうち、後発医薬品の使用を希望しな力、った患者の割合  

（薬局数ベース）  

0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  

810％以上～30％未満臼30％以上～50％未満  

田50％以上～70％未満日70％以上～90％未満口90％以上  

□無回答  

図表21後発医薬品についての説明を行ったにもかかわらず、  

患者が後発医薬品の使用を希望しなかった理由（単数回答、n＝583）  

0．0％  10．0％  20．0％  30．0％  40．0％  50．0％  

薬剤料等（患者自己負担額）  
の差額が小さい   

公費負担の患者であるため、   
経済的インセンティナがない  

過去に後発医薬品を使用  
したが合わなかった  

後発医薬品に対する  
不安がある  

その他  

無回答  
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図表22 患者1人に要する平均説明時間（n＝583）  

平均値  標準偏差  中央値   

薬品説明＋服薬指導時間 初回（分）   11．69   7．82   10．00   

薬品説明＋服薬指導時間 2回目以降（分）   5．84   4．25   5．00   

な服薬指導時間（分）   5．68   3．54   5．00   

注）「後発医薬品説明」：後発医薬品と先発医薬品とが同等であること（例えば、品質、安定性、生物学的   

同等性試験結果など）の説明に加え、患者の処方せんにおける変更前の薬剤料と変更後の薬剤料の差   

額等についての説明などを指す。  

図表23 患者1人に要する平均説明時間（n＝583）  

0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100ウi  

後発医薬品説明＋一般的服薬指導  
の合計時間（初回）  

後発医薬品説明＋一般的服薬指導  
の合計時間（2回目以降）  

一般的な服薬指導の時間  

℡5分未満ロ5～10分乗満DlO～15分未満815分以上口無回答  

図表24 「後発医薬品への変更可」欄に処方医の署名等があり、後発医薬品が薬価収載   

されている先発医薬品を含む処方せんを持参した患者のうち、当該後発医薬品の  

重度がなくて後発医薬品に変更できなかった患者の割合（薬局数ベース）  

0％ 10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  

全体  
（n＝583）  

也10％未満  DlO％以上～30％未満田30％以上～50％未満  

田50％以上～70％未満臼70％以上～90％未満ロ90％以上  

□無回答  
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5）備蓄医薬品の状況  

図表25 備蓄医薬品品目数の変化（n＝583）  

平成18年 10  平成19年 7  伸び率（％）   

月  月  

平均値   791．0   842．7   6．5％  

医薬品全品目数（A）  標準偏差   589．7   587．0  

中央値   714   771   8．0％  

平均値   76．2   94．4   23．9％  

うち、後発医薬品の品目数（B）  標準偏差   100．3   99．8  

中央値   50   61   22．0％  

平均値  21．9  

うち複数銘柄の後発医薬品を備え ているの            標準偏差  

先発医薬品品目数  
69．5  

中央値  5  

（B）／（A）  
平均値   9．6％   11．2％  

中央値   7．0％   7．9％  

図表26 後発医薬品の備蓄品目数の変化（n＝583）   

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％  90％ 100％  

四0品目  ロ1～50品目未満 四50～100品目未満 田‖00～さbo品目未満  

巳200～300品目未満巳300品目以上  □無回答  

図表27 在庫がなくて後発医薬品に変更できないケースをないようにするために、  

必要な後発医薬品の備蓄品目数  

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％ 70％ 80％ 90％ 100％  

全体  
（n＝583）  

田‖00品目未満   口100～200品目未満田200～300品目未満臼300⊥ioo品目未満  

8400～500品目未満田500品目以上  口無回答  
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6）後発医薬品への変更を進めるための要件  

図表28 処方せんの「後発医薬品への変更可」欄に処方医の署名等があったが、  

変更しなかった場合について、薬局の立場として後発医薬品への変更を  

進めるための要件（単数回答、n＝583）  

0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  

薬剤師が患者に十分に説明できるだけの時間や後発医   
薬品の備蓄コスト増に見合った調剤報酬上の評価  

後発医薬品メーカーによる情報提供や  
安定供給体制の確保  

後発医薬品に対する患者の理解  

特に対応は必要でない  

その他  

無回答  

7）後発医薬品に変更して調剤した処方せんに係る薬剤料の状況  

図表29 7／23～29に後発医薬品に変更して調剤された処方せん（1，838枚）の状況  

標準  
平均値  

偏差   
中央値   

銘柄により調剤した場合の薬剤料（A）（点）   946．0  1，901．8   442．0   

に調剤した薬剤料（B）（点）   684．6  1，493．2   308．0   

銘柄により調剤した場合の薬剤料に占める、   

こ調剤した薬剤料の割合（B／A）（％）   
72．4％  69．7％  

図表30 患者一部負担金割合別にみた、7／23～29に後発医薬品に変更して  

調剤された処方せん（1，838枚）の状況（平均値）  

患者一部負担金割合  

全体   0割   1割   2割   3割   10割   

【（枚）   1，838   131   552   6   1，122   6   

り調剤した場合の薬剤料（A）（点）   946．0  896．1   975．6   142．5  950．6  208．5   

た薬剤料（B）（点）   684．6  666．0  753．2   101．3  659．6   176．5   

り調剤した場合の薬剤料に占める、  

た薬剤料の割合（B／A）（％）   
72．4％  74．3％  77．2％  71．1％  69．4％  84．7％   

処方せん枚数  

記載銘柄によ  

実際に調剤し  

記載銘柄によ  

実際に調剤し  

（注）患者一部負担金割合の「全休」には、患者一部負担金割合が不明だった処方せん21枚が含まれる。  

1：う   



（3）診療所・病院・医師調査の結果概要   

1）診療所の施設属性  

図表31診療所の開設者  

0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  

全体  
（n＝688）  

b個人口法人臼その他口無回答  

図表32 診療所の種別   

0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  

全体  
（n＝688）  

田無床診療所口有床診療所□無回答  

2）病院の施設属性  

図表33 病院の開設者  

0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  

全体  
（n＝408）  

Ⅶ国立  口公立  臼公的  田社会保険関係団体  

巳医療法人  口個人  日学校法人  日その他の法人  

図表34 病院の病床規模   

0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  

全体  
（∩＝408）  

個50床未満 口50～99床 田100～199床8200～299床日300～399床  
D400～499床□500床以上  
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図表35 病院種別（複数回答、n＝408）  

0．0％ 5．0％ 10．0％15．0ウi20．0％ 25．0％ 30．0†i35．0％ 40．09i  

特定機能病院  

地域医療支援病院  

がん診療連携拠点病院  

臨床研修指定病院  

図表36 DPC対応状況   

0％  10％  20％  30％  40％  50％  60％  70％  80％  90％ 100％  

全体  
（n＝・408）  

qDPC対象病院ロDPC準備病院EZ］対応していない□無回答  

図表37 特定入院料の状況（複数回答、n＝408）  

0．0％  5．0％ 10．0％ 15．0％  20．0％  25．0％  30．0％  

回復期リハビリテーシ］ン病棟入院料  

亜急性期入院医療管理料  

救命救急入院料  

特定集中治療室管理料  

小児入院医療管理料  
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